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55,228 57,241 51,612

72,290 44,148 45,041

18,968 15,419 40,604

26,773 17,922 41,253

58,818 75,247 143,905

45,023 48,587 53,163

16,544 17,594 20,719

71,861 72,917 91,932

39,607 58,919 37,581

74,270 70,089 60,468

37,544 28,723 20,871

516,926 506,806 607,149
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給料（基本給） 365万円
都税 （＋30）

給料（ボーナス） 46万円
地方譲与税、国庫支出金など （△7）

パート収入 77万円
使用料、分担金及負担金など （△3）

金融機関からの借入れ 11万円
都債 （△1）

貯蓄の取崩し 9万円
基金繰入金 （＋4）

合計 508万円
（＋24）

生活費 311万円
人件費、補助費等、投資的経費など （＋5）

（内訳）

食費・医療費等 250万円

人件費、補助費等など （＋4）

家の増改築費 62万円

維持補修費、投資的経費 （＋1）

ローンの返済 37万円
公債費 （△4）

将来に備えた貯蓄 41万円
基金積立金 （＋16）

税・社会保険料 100万円
税の一定割合を区市町村に交付 （＋10）

合計 490万円
（＋27）

預金残高 160万円
基金残高 （＋33）

うち普通預金残高 44万円
財政調整基金残高 （＋4）

収 入 支 出

ローン残高 346万円
都債残高 （△20）

（ ）内の数値は前年度からの増減額

＊ 収入と支出の差額18万円は、翌年度に繰
り越しています。
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税・社会保険料
100

貯蓄
41

収入
508万円

基本給
365

ボーナス
46

パート
77

金融機関
からの借入れ

11

貯蓄取崩し
9 

基本給 ＞ 生活費

必要な生活費を確保しつ
つ、将来に備え、ローン
返済や貯蓄を進める

（単位：万円）

支出
490万円

うち食費・
医療費等

250

生活費
311

うち家の増改築費
62

ローン返済
37

平成27年度

基本給
287

収入
501万円

貯蓄取崩し
20

パート
66

金融機関
からの借入れ

85

平成５年度

ローン返済
23

貯蓄
9 

税・社会保険料
55

基本給 ＜ 生活費

不足額は金融機関からの
借入れなどにより補う

ボーナス
42

（単位：万円）

うち食費・
医療費等

258

生活費
410

うち家の
増改築費

151

支出
497万円
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車が老朽化 買い替え？カーシェアリング？ 

＜現状・課題＞ 
• ○○家はマイカーを１台保有しているが、老朽化が進んでい 
ることから、更新を検討している。 

• 最近は、近くのスーパーまでの買い物に週１回使用する程度 
なので、カーシェアリング（自動車を複数の個人会員や会社 
で共有し、互いに利用する仕組み）も候補の１つとしている。 

＜対応＞ 
• 車を買い替えた場合とカーシェアリングに切り替えた場合とで費用のシミュ
レーションを行った。 

• 維持費（自動車税、保険料、駐車場代、ガソリン代を合わせて年間34万円）と、
カーシェアリング使用料（年間18万円）とを比較した結果、近距離での買い物
に週１回使用する程度であれば、○○家ではカーシェアリングの方が経済的で
あることがわかった。 

• そのため、○○家では、所有していた車を処分し、カーシェアリングを利用す
ることとした。 
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直営しゅんせつ用トラッククレーンの更新（平成28年度予算編成） 

＜現状・課題＞ 
• 都では、しゅんせつ船（海底に堆積した土砂を航行しながら 
取り除くための船）に資機材を積み込むためのトラッククレ 
ーンを所有している。 

• 耐用年数を超過して使用しており、修繕費用も高額になって 
いることから、更新を検討している。 

＜対応＞ 
• 所有のままの場合と賃借した場合とでコストの比較を行った。 
• 所有のままの場合に発生する維持管理費（年間33万3,000円）と賃借の場合に発
生する賃借料（年間21万6,000円）とを比較した結果、賃借の方が年間 
11万7,000円のコスト縮減を図れることが分かった。 

• これまでの使用実績や経済性に鑑み、所有から賃借に切り替えることとした。 
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